｢抱きしめて笑湖ハイヅカ｣の火は消さない！
「抱きしめて笑湖ハイヅカ」実行員委員長（逆手塾代表）宮崎文隆
　快晴に恵まれて、２０１０年５月４日正午に煙火の合図で、約一万人が手をつなぎあうことが出来ました。この感動の瞬間が出来るまで、地元の皆さんを始め、後援、協賛を頂いた皆さん、全国の皆さんからご支援をいただき御礼申し上げます。そして実行委員会の皆さんの、ご尽力に御礼申し上げます。感謝の気持ちで一杯です。ありがとうございました。
「抱きしめて笑湖ハイヅカ」の始まりは、２００８年１月１０日の「逆手塾」の新春放談会でした。その時は夢のまた夢でしたが、２００８年１２月２５日に実行委員会が立ち上がり、自分たちの故郷は自分たちが創造していくのだとの思いで、約１年半の準備を重ねて、実現することが出来ました。多くの人の「志援」と努力と汗の結晶だと思います。
また約束の「御礼と感謝の投げ銭講演会」は、声をかけていただきましたら宮崎文隆が「抱きしめて笑顔ハイヅカ・奮戦記」のドラマを携えて講演に参上します。（投げ銭とは、面白かったらその分だけお金を投げる、面白くなかったらその分お金を持ち帰るやり方）

　過疎地域からでも、手をのばし、人々と手つなぐチャレンジをすれば、世界につながる、そして地域が変化することを実感しています。手をのばすこととチャレンジを止めたときに、過疎地域は消滅してしまうのではないでしょうか。
｢市民｣から｢志民｣へなろう。市民が行政のイベントに参加することから、志民のイベントに行政が参加する、次の世界を創造していくためにチャレンジしていきたいと考えています。｢志民｣とは、高い志を掲げ、その実現のために持ち味を発揮して、喜んで人のため社会のために汗を流す人たちのことです。
　チャレンジの第１弾は、｢笑湖ハイヅカ｣のＮＰＯ法人をつくりたいと思います。第２弾は「抱きしめて笑湖ハイヅカ」の奮戦記の本づくり。第３弾はＮＰＯ法人で、５月４日みどりの日は「笑湖ハイヅカ」の日になるよう企画を考えて行きたい。そして、これからも「チャレンジなくて何が人生だ」の思いを持ち続けて実践したいと燃えています。
｢抱きしめて笑湖ハイヅカ｣の火は、何があっても消してはならない、今回のイベントの参加者と志援者、そして実行委員の強い思いです。
